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日本における歴史教育の構造 
―教科書叙述の変遷に着目して― 
 
平岡さつき 
はじめに 
「歴史」は「地理」とは性格を異にし、前者は歴史観によって一つの歴史事実でも呼称
が異なる（例えば、大東亜戦争とアジア太平洋戦争、防衛戦争と侵略戦争など）ことから
も明らかように、歴史観や歴史解釈の違いは歴史学において歴史叙述のあり方を規定して
きた。それは歴史学のみならず文部(科学)省によってガイドラインが示されるとはいえ歴史
教育の分野でも何かと議論となってきた。1960 年代から 30 年余りの歳月を争われた教科
書裁判、1980年代に展開された「歴史学と歴史教育のあいだ」論争、1990年代半ばの「自
由主義史観」論争などと続き、最近では教科書叙述と検定意見をめぐり沖縄住民が抗議の
声をあげたことは記憶に新しい。 
本稿は、日本における明治期から第二次世界大戦直後までの歴史教育の構造の変遷につ
いての覚え書きである。教科書叙述の背景と内容の変遷を追うことによってまとめる。 
 
本稿で扱う教科書の歴史関連年表 
1872（明治５）年 学制 「小学教則」 教科書自由採択制 
1879（明治 12）年 教育令 教学聖旨 
1881（明治 14）年 小学校教則綱領 
1886（明治 19）年 小学校令 教科書検定制度実施  
1890（明治 23）年 教育勅語 
1891（明治 24）年 小学校教則大綱   
1900（明治 33）年 小学校令改正 
1902（明治 35）年 教科書疑獄事件 
1903（明治 36）年 小学校令改正 教科書国定制 
1904（明治 37）年 国定教科書使用開始（修身・読本・日本史・地理） 
1907（明治 40）年 義務教育４年制⇒６年制 
1941（昭和 16）年 国民学校発足 
1945（昭和 20）年 敗戦 文部省通達：軍事教材など不適切部分の削除 墨塗り教科書 
1950（昭和 25）年 検定教科書使用開始 
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１ 教科書叙述変遷の概略（幕末から検定期まで） 
近代日本の歴史教材への連続は、幕藩体制期以来の寺子屋往来物である『勇烈新田往来』
や『南朝太平 忠臣往来』等々に認められる。なかでも後者は南朝忠臣としてよく知られて
いる群馬に縁の新田義貞ほか楠木正成・正行、北畠親房らに関係した書状を集めたもので
ある。 
明治維新前の歴史教材で、幕末に最も広く読まれ、優れた文章によって多くの人々に親
しまれた武家の教科書としては、頼山陽著作の『日本外史』があげられる。同書は日本の
通史ではなく、武家の歴史、すなわち源氏の興隆から北条氏、楠木氏、新田氏、足利氏、
後北条氏、武田氏、上杉氏、毛利氏、織田氏、豊臣氏、徳川氏にいたる、時代を動かした
12 の武家についての歴史、武家の忠節興亡史を記したものである。名文によって変革期に
おける若者の気概を呼び覚まし、忠誠の精神を培うのに役立ったといわれている。 
1872（明治 5）年の学制発布時における歴史教授は、歴代の天皇すべてを項目としてた
てる『古事記』『日本書記』を簡略にした史書の叙述によるものや『万国史略』『五州記事』
などによったと見られている。同時期、歴史の科目が独立して存在したわけではなかった。
読物の科目で使用する教科書が歴史教授に併用されていた。日本史（皇国）1巻、支那史 1
巻、西洋史上下 2 巻で構成される『史略』(明治 5年)や『万国史略』(明治７年)、神武天皇
を第一代とする『日本略史』(明治８年)が日本で最初の文部省版歴史書とされる。 
1877（明治 10）年前後の歴史教授では、さきの『万国史略』、『日本略史』のほか、南摩
綱紀『内国氏略』（明治 5年）、小林虎『小学国史』（明治 6年）、沖修編集『訓蒙皇国史略』
（明治６年）、市岡正一『小学読本日本略史』などが用いられていたとみられている。教科書
叙述として、神代を国体の本源として重視するものと、神代は歴史から除外するものと考
えるものとがあったことに着目したい。同時期、福沢諭吉『文明論之概略』（明治８年）は
新しい歴史の考え方を示すもので、王室の系図や官臣、武将のことではなく人民の歴史に
言及し、「日本にて信ずべき歴史は神武天皇に始まる」として、神武以前は歴史として取り
扱わないとしていた。また、田口卯吉『日本開化小史』（明治 10 年）は近代思想史の側面
を叙述し、神武時代からを歴史とし、神道信仰は古代からとするところに特徴をもつ。  
1879（明治 12）年に教学聖旨がだされ、教育令が発令された。1881（明治 14）年には
小学校教則綱領がだされた。それまでは歴史書は読物という教科目の中に加えられていた
にすぎなかったが、初めて、歴史を１つの独立した教科とし、中等科の２年後半から３年
にかけて、第５学年の後学期から第６学年全期間に教授するものとされた。 
同綱領では、歴史を建国の体制から始めるもので、「神武天皇の東征」を「神武天皇の即
位」という形で記し、古の天皇治政の治績を、例えば、仁徳天皇の民を愛した政治と勤倹、
延喜・天暦の善政と繁栄というふうに教えることとした。また、乱を思う心が児童のうち
に培われるとして戦役や乱の文字は避け、そうした内容も除くことが求められた。例えば、
「平氏源氏の争乱」は「源平の盛衰」、「南北朝の乱」は「南北朝両立」、「江戸時代」は「徳
川氏の治績」、「維新の乱」は「王政復古」と叙述された。さらに、古今の人物の賢否や風
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俗の変化の大要、人物についての教材、風俗文化についても教えるよう定められた。 
この勅令および教則綱領によって尊王愛国の志気をつちかうために歴史が教えられると
定められたのであって、このことは、日本の歴史教育の教材観として注目されなければな
らない。これから後の歴史教材の性格を決定する基本方針が示されたことになるからであ
る。明治初年に文部省から出版された最初の歴史教科書の編集方針と比較するとき、最も
大きな差異は、すべての天皇名を歴代によって立てて日本史の教材を編成する形式を廃し、
新しい内容提示の形式としたこと、すなわち、この教則において天皇歴代史の形式から離
れて紀事本末体に改める方針が明らかにされたことである。小学校の歴史は日本史だけが
対象とされたが、天皇の要望によって教育内容や教科目の性格が決定されたことが特に重
要である。教育の基本方針についての勅語や勅諭はだされたが、教材の内容を具体的に改
めるという天皇の内旨を文部省へ伝えたことは、日本教科史上これ以外にはなかった。 
天皇歴代史から紀事本末史へ教科書叙述が規定される時期にあったとはいえ、そのあり
方は多様であった。主要なものをあげてみる。 
『小学日本略史』（明治 14年）は、教則にもとづいたと緒言に記してはあるが、依然と 
して歴代天皇名をもって項目をたてて通史を記述した教科書である。天皇史をもって小学
校の歴史書としていた。木村正辞著『国史案』（2 冊、明治 10、12 年）は、文部省モデル
の教科書で、上古・中古・近代に区分され、主要事項を掲げた紀事体の歴史教科書である。
時代史の方法をとる教材観を基盤に、時代の政体、風俗、文学、神事、仏法、軍事兵器、
法律、農業、商売、工匠、外交交際、飲食、家屋などについて文明史的にまとめた記述が
特徴である。椿時中著『小学国史紀事本末』（3冊、明治 16年）は紀事体だが、変・乱・叛・
争闘の文字がみられた。大槻文彦著『校正日本小史』（3 巻、明治 15 年）は、編年体でも紀
伝体でもない。すべての天皇名をあげた歴史教材編集の方針をまったく改めている。明治
20 年代にかけて普及し、小学校歴史教科書を代表している。神武から始め、上代を簡単に
し、近代を詳しく述べる方針で編集されている。天皇の善政と武家の善政を併記する。例
をあげれば、藤原道長については、「道長、豪爽ニシテ胆略アリ、一条三条後一条三朝ノ政
柄ヲ握ルコト、三十余年ニシテ、其女ヲ四帝ノ后妃トシ、三帝ノ外祖ト為リ、身ノ栄達ニ
シテ志行ノ驕 豪奢ナリシコト、前代ニ嘗テ聞カザル所ナリ」と批判的な評論で記されて
いる。織田信長については、「其臣羽柴秀吉ニ命ジテ、京都ヲ警衛セシメ、且、大ニ皇宮ヲ
営ミ、厚ク供御ノ料ヲ奉ル、是ニ於テ、信長ガ力ニ因リテ、皇家、実ニ初メテ斉造セリ、
後世、信長ガ尊王ノ大義ヲ常トセザルハナシ」、豊臣秀吉については、「秀吉、臨幸ヲ聚楽
第ニ請ヒ、全国ノ将士供奉し、御前ニ於テ、皇室ヲを尊ビ、関白ノ命ニ違フコト勿レト盟
フ、其儀礼最モ盛大ニシテ、秀吉ノ威望愈々定マル」という叙述の展開である。 
1886（明治 19）年に小学校令および「学科および其の程度」が発令され、高等小学科で
歴史を教えることとなる。教科書検定制度が実施され、小・中学校・師範学校等の教科書
および中学校・師範学校の教科書『日本文明史略』が発行された。内容としては、歴史を
神武天皇から叙述する方針をとり、明治初年の文部省刊『史略』『日本略史』が天孫降臨の
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挿絵だったのとは全く異なり、それに代わり、太古の人々の生活、穴居遺跡・石器や土器
破片の挿絵が用いられるようになった。 
山県悌三郎著『小学校用日本歴史』(明治 21 年)は、この当時の民間出版書としてよく知ら
れる。同時期には、忠臣名を題目として掲げた教科書が多いなか、同書でも忠義のあった
史上の人物として掲げられているのは、古くは菅原道真、南北朝時代においては楠正成、
新田義貞、その後には織田信長、豊臣秀吉などであって、このころから忠臣の代表ともい
うべき人物が一定し、これらの忠臣についての教材が、児童に適切であると認められてい
たことを表している。これと対比して逆賊としてあげられているのは、曽我氏、道鏡、将
門、純友、足利尊氏などであって、これらの人物については忠臣とならべてその悪業をあ
げて批判していた。  
こうした検定期の教科書は、上代史の発端を神代の説話・伝記的記述を省いて、考古学 
的記述から始めるという叙述をもって科学的解明をしようとするところに特徴をもつ。後
述する国定期の『小学日本歴史』から『初等科国史』までの教科書が「天照大神」から書
き始めるのとは対照的である。この時期、中学校・高等女学校など上級校の教科書も検定
制のもとにあったが、「教授細目」にしたがった授業が行われ、小学校では省かれていた万
国史＝外国歴史が加えられ、東洋史・西洋史として学習されていた。 
1890（明治 23）年に小学校令が発令され、「歴史」は、尋常小学校では「土地の状況に
よって加えられる科目」となり、高等小学校で日本歴史は必修科目となった。1891（明治
24）年の小学校教則大綱では、高等小学校 1 年＝第 5 学年から郷土の史談から始める方針
が示された。明治 25 年から 34 年まで多くの検定教科書が発刊されるなか、各府県別に郷
土の史実や人物、神社仏閣、旧跡などを記す多様な郷土史の教科書が刊行された。 
同時期、日本に教育方法として影響を与えていたヘルバルト学派の教育理論では、歴史
は物の伝記によって教えるのが望ましいとしていたことから、人物主義による歴史教授が
行われた。このころ全国の小学校に普及していた山県悌三郎著『帝国小史』（2冊、明治 26
年）は、児童に記憶しやすくするため、繁雑をさけて、その世に名高い人物を題とし、そ
の中に当時の著しい事実を記し本文を構成していた。 
 
２ 国定期の歴史教科書 
 国定期歴史教科書（初歩歴史教科書部分）の名称（新字体で表記）と使用期間を記せば
次のとおりである。  
1903（明治 36）年 文部省『国定教科書編纂趣意書』刊行 
第一期：『小学日本歴史』（一・二） 明治 36年 10月刊  
1904（明治 37）年～1909（明治 42）年 
第二期：『尋常小学日本歴史』（児童用巻一・二） 明治 42・43年刊、44年刊 
  1910（明治 43）年～1920（大正９）
年 
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第三期：『尋常小学国史』（上・下巻） 大正９・10年刊  
 1922（大正 11）年～1933（昭和８）年 
第四期：『尋常小学国史』（上・下巻） 昭和９・10年刊  
1934（昭和９）年～1939（昭和 14）年 
第五期：『小学国史』（尋常科用上・下巻） 昭和 15・16年刊  
1940（昭和 15）年～1942（昭和 17）年 
第六期：『初等科国史』（上・下） 昭和 18年刊  
1943（昭和 18）年～1945（昭和 20）年 
第七期：『くにのあゆみ』（上・下） 昭和 21年刊 
   1947（昭和 22）年～1947（昭和 22）年 
   
なお、 唐沢富太郎による国定五期区分は、「資本主義興隆期における近代的教科書―第
一期国定教科書」、「家族国家倫理に基づく修身教科書―第二期国定教科書」、「大正デモク
ラシー期の教科書―第三期国定教科書」、「ファシズム台頭期の臣民教育の強化―第四期国
定教科書」、「超国家主義・ミリタリズムの教科書―第五期国定教科書」とする。 
第一期と記した最初の国定日本歴史『小学日本歴史』は、1900（明治 33）年に小学校令
が改正され、小学校令施行規則が発令されたことによる。日本歴史は高等小学校で教える
こととされ、尋常小学校の歴史科が廃止された。この施行規則の目標は「日本歴史ハ国体
ノ大要ヲ知ラシメテ兼テ国民タルノ志操ヲ養ウヲ以テ要旨トス」とされ、従前の教則と変
わらない。内容は、「日本の歴史は建国ノ体制、皇統ノ無窮、歴代天皇ノ盛業、忠良賢哲ノ
事跡、国民ノ武勇、文化ノ由来、外国トノ関係ノ大要ヲ授ケテ以テ国初ヨリ現時ニイタル
マデノ事歴ヲ知ラシムベシ」と、教材決定の基本規定が示され、「日本歴史ヲ授クルニハ成
ルベク図画、地図、標本等ヲ示シ、児童ヲシテ当時ノ実状ヲ想像シ易カラシメシ特ニ修身
ノ教授事項ト連絡セシメンコトヲ要ス」と直観材料の必要を主張する、人物を中心として
編集した日本歴史であった。 
そこでは日本の歴史は、天皇の祖先であって世界を照らす太陽のような天照大神から始
まるという教材観が採用されていた。平安時代から武家時代を通じて明治時代にいたるま
で天皇を「課題名」としてあげた教材はまったくみられない。一連の天皇の歴代史をもっ
て日本歴史年表としている。ただし、歴代天皇の盛業を教えるという趣旨によって天皇が
選ばれていた。 
第二期の『尋常小学日本歴史』は、1909（明治 42）年に第一期国定教科書が修正発行さ
れ、1911（明治 44）年には再修正されたものである。再修正では、南朝を正統とし北朝は
皇位として認めないとする立場が示され、「南北朝両立」という表記は「吉野の朝廷」と改
められた。最初の国定教科書について国体や忠孝の道徳を教えることが少ないとして、そ
れらを強化する要望、国体思想強化の方針がとられている。日露戦争後の社会情勢とこれ
に対する思想政策の一面がうかがわれる。また、特に児童の興味をおこしたり、感銘を与
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えたりする教材を加えることとされていた。挿絵が多く加えられ、想像図が多く掲げられ
ている。多くの国民の心に直観的に強く人物や「史実」を印象づけることとなった。 
1922（大正 11）年に発行された第三期『尋常小学国史』は、第一次世界大戦後の新教育
運動が反映されたものである。児童の学習活動を重視し、児童が興味を持って読めるよう
本文の叙述を多くし、頁数を多くした。まったく書き改めた新しい内容の教科書といって
よい。その編纂趣意書には、「殊ニ国体ノ特質、皇室ノ尊厳、順逆ノ甄
けん
別
べつ
等ニハ最モ意ヲ致
シ」とある。人物をあげる際には評価が加えられ、課題名となった人物は授業の際に教訓
となる意味を表すことが特に期待されている。「往々教訓トナルベキ幼児ノ逸話ヨリ説キ起
シテ其ノ生立ニ及ビ、児童ヲシテ景仰ノ念ヲ起サシムルト共ニ史実ノ概要ヲ知シムルコト
ヲ期シタリ」と記され、天皇を課題名として掲げることが著しく多くなった。また、神話
物語がはじめて国定歴史教科書に書かれたことは注目されなければならない。「天照大神」
に岩屋神話、八岐大蛇神話、天孫降臨についての神話が加えられた。神話と歴史事実とを
区別するという考え方はまったく見られない。 
それぞれ 1934（昭和９）年と 1940（昭和 15）年に発行された第四期・第五期は国体明
徴の国史を叙述した教科書である。第四期教科書は満州事変後のものであり、頁数はさら
に増加し、それまでの文語体は口語体に改められた。人物主義はその後も受け継がれる。「明
治天皇」の文面に「靖国神社に行幸をなさった」という一節が新しく加わった。挿絵は、
典拠のある絵画をもととして修正すべしとされている。第五期教科書は日中戦争後に修正
された「国体の精華」を明らかにするというものである。「歴史科ノ歴史ニツイテハ、単ナ
ル史乗ノ詮索ソノ羅列的説明ヲ排シ、国史ヲ貫ク精神ヲ闡明シテ他ノ学科目トノ統一関係
ヲ見出シ、国民的自覚ノ喚起、信念ノ確立ヲ図ルコト肝要ナリ」とされ、皇室が国民を一
家の万民としてみる家族国家の思想が強調されている。①皇室中心の態度を徹底、国体観
念を「愈々明徴ならしむること」②敬神崇祖に関する教材の補充 ③日本文化の特質であ
る自主性包容性の強化、外国文化を摂取酵化させる跡を明らかにすること ④個人の伝記
や逸話に関する記事中、比較的枝葉に至る部分を省略もしくは修正し、史実の関連的把握
の便を図ること ⑤国語読本との連絡を緊密にすること ⑥教授の徹底を図るため挿絵や
地図を修正もしくは増補し、「題名を修正して内容を如実たらしむこと」、という規定に特
徴をみることができる。   
1943（昭和 18）年に発行された第六期教科書は、国史の戦時版と言われる。この改定で
は、国史は国語、修身、地理と共に国民科の中に含め、人物本位に題目を立てて編集して
いたものを全く改めた。人物についての史実を取り入れないのではなく、「君臣の分を明ら
かにし大義名分を正す」ことが根本義とされた。それまで臣下を天皇と同列にして題目に
していたので、大義名分に反し穏当ではないとし、人物名を題目とすることはすべて廃止
する方針をとったという。それまでは美文調で歴史の叙述を行ってきたが、ここからは読
みによって国民精神を覚醒させるように特に工夫を重ねた教科書を用いるとしている。大
義名分を明らかにすることと海外発展の気宇を盛んにするという 2 つの大眼目を立てて、
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これに適合する史実をとりあげたという。挿絵を一新し、「気品があって児童の興味をそそ
り、活動的なものであることを特に考えて全面的に改め、国史読本として読み取ること」
を特に児童に求めている。 
これまで見てきた通り、教科書は国家の意図、すなわち国民精神の形成を意図して用い
られるよう定められた。歴史科と国語科は二つの系統の歴史教材の内容が組み合わされて
授けられるように企画され、相まって国民精神の形成をおこなった。ここで、国定期国語
読本の変遷を追えば次のようになる。 
1904（明治 37）年には最初の国定「尋常小学読本」「高等小学読本」各学年 2冊、「イ・
エ・ス・シ読本」として知られる教科書が発行された。1910（明治 43）年度から 6年制尋
常小学校用として改訂された「尋常小学読本」全 12 巻は、「ハタ・タコ・コマ読本」であ
る。1918（大正７）年度から「読本」だけは 2 種類の教科書からいずれかを選択しても使
うことを許可された。文部省は、従来の第二期「尋常小学読本」を改訂した黒表紙本と、
白表紙の「尋常小学国語読本」をつくって、各府県に任せた。後者のほうが児童の理解や
興味に合うということで広く使用された。「ハナ・ハト・マメ・マス読本」と言われる。 
1933（昭和８）年度から使用された「小学国語読本」は、「サイタサイタ読本」と言われ、 
従来よりも文学的色彩が濃厚となり、その巻一最初の教材では、従来の単語から文章には
いる方針をやめて、「サイタ サイタ サクラガ サイタ」という文章で始まる。国定教
科書としてははじめての色彩印刷であった。1940（昭和 16）年度から使用された国民学
校の教科書は「アカイ・アカイ読本」であるが、一年生と二年生の新しい「ヨミカタ」一
は「アカイ アカイ アサヒ アカイ」ではじまり、色彩の絵がたくさん入るようになっ
た。「いなばの白兎」と「神武天皇」：建国の史話、紀元節、金鵄勲章、「やまたの大蛇」
と「日本武尊」：熊襲征伐、弟橘姫、 草 薙
くさなぎのつるぎ
剣、「天の岩戸」と天照大神というように読
本と「国史」とを相関して構成していた。 
ちなみに、全五期にわたって採択されている武将は「豊臣秀吉」だけである。読本で授
けられる歴史物語の内容は、歴史的事実ではないゆえ国語読本の神話物語教材とする方針
をとっていたとはいえ、読本で授けられた歴史物語の内容は、児童にとっては国史の教材
と結び合ってまったく一つになっていたのである。 
敗戦後、教師によって墨を塗る指導がなされ間もなく回収された教科書は墨塗り教科書
として知られる。復刻されるも、その大部分は付録版で墨が施されてない部分によって内
容を確認するしかないものである。 
第七期として 1946（昭和 21）年に発行された戦後の国定歴史『くにのあゆみ』は占領版
歴史教科書である。1945（昭和 20）年 12 月に修身、地理、歴史の授業が停止され、回収
廃棄された教科書にかわるもので、英文翻訳して GHQ司令部の担当者と討議、指示により
訂正、承認を得て発行された。1947（昭和 22）年 4月に社会科が成立までの短期間使用さ
れた。ここでは神話を排除し、天照大神から神武天皇までを全く異なった歴史観で書き直
した。大昔の人の生活を歴史の初めとし、日本人の祖先がこの島に住み着いたときからを
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叙述する。神話、伝説その他の説話は歴史教材としない方針をとった。天皇に対する滅私
奉公や忠誠心、天皇歴代表を削除し、天皇を主題とした内容がなくなり、全体として天皇
についての叙述が限られたものだけになった。あわせて日本人の海外発展の叙述もなくな
るなど外国関係の内容や戦争の取り扱いに変化がみられる。人民やその生活などを教材と
して掲げ、各時代の社会とそこに発展した文化の特質について叙述する民主主義という基
本思潮によるものであった。 
 
３  国定教科書における叙述の変化 
この節では、教科書の具体的な内容をあげてその変化をみていく。 
（１）元寇の際の「神風」について 
『尋常小学国史』（1920年刊行）では「大風がにはかに起りて、敵艦多く沈没し……」と
されていたが、『尋常小学国史』（1934 年刊行）では「にはかに神風が吹きおこつて、敵艦
の至大分は沈没し……」というふうに、元寇の危機をたまたま救った台風の到来について、
満州事変から「満州国」を「建国」させた時期の改訂国史教科書『尋常小学国史』におい
ては、従来の「大風」が「神風」に一変させられた。神がかりな皇国史観による日本主義、
「皇国主義」の教育への登場を特徴づける重大な変化であった。「神風」はこののち「普及」
させられて、第二次大戦末期の特別攻撃隊戦法の別名となった。ただし、そのもととなっ
た海軍特別攻撃隊の正式名称では「しんぷう」と読ませた（佐藤秀雄『教育の歴史』p.103）。 
 
（２）南北朝正閏問題 
鎌倉幕府の滅亡から室町幕府の成立にいたる動乱期、「南北朝」期の史的評価は、戦前の
歴史教育および歴史学界における最大の「難問題」の一つであった。1911（明治 44）年 2
月に、国定歴史教科書の記述が南朝正統論に立っていないとして、政治問題と化したほど
である（南北朝正閏問題）。教科書の叙述を記せば次のようになる。 
◎第二期国定歴史書 1909（明治 42）年刊行 
「    南北朝 
尊氏は更に光厳上皇の院宣を請ひて上皇の御弟を位に即け奉れり。之を光明天皇と申す。
やがて後醍醐天皇は尊氏の奏請を納れて一旦京都に帰り給ひしが、間もなく忍びて吉野に
還り給ひき。これより吉野の朝廷を南朝と云ひ、京都の朝廷を北朝と云ふ。」 
◎第二期国定歴史書修正版 1911（明治 44）年刊行 
「    吉野の朝廷 
尊氏は賊名を避けんがために、豊仁親王を擁立して天皇と称せり。これを光明院といふ。
ついで偽りて降り、天皇の還幸を奏請せり。天皇すなわち義貞に勅して、皇太子恒良親王
を奉じ、北国に赴きて快復を図らしめ、かりに尊氏の請を許して京都に還幸し給ひしかど、
間もなく、ひそかに神器を奉じ吉野に還幸して行宮を定め給ひき。時に延元元年紀元一千九
百九十六年なり。これより、世に吉野の朝廷を南朝といひ、尊氏の 檀
ほしいまま
に京都に立てたるを
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北朝といふ。」 
 
◎後醍醐天皇と足利尊氏について 
『小学日本歴史』（1903（明治 36）年刊行）では、「朝廷の賞罰公平を失ひて（以下の太
字は引用者による）、不平の武士出づるに及び、つひに、鎌倉によりて謀反せり」とされて
いたのが、『尋常小学日本歴史』（1909（明治 42）年刊行）では、「武士の中には朝廷の賞
罰に対して不平を抱くもの少なからず、ひそかに幕政の昔をしたふものあり」となる。そ
して、『尋常小学日本歴史』（修正版：1911（明治 44）年刊行）では、「姦猾
かんかつ
なる尊氏が勢
いに乗じ皇族を擁して其の私を成し、朝廷吉野に移るの已むを得ざるに至り」が付加され
た。『尋常小学国史』（1921（大正 10）年刊行）では「武士の中には久しき間幕府の政治に
なれて大義にくらく、朝廷の賞罰に対して不平をいだき……」となり、『尋常小学国史』（1934
（昭和 9）年刊行）では「武士の中には、長い間幕府の政治になれてゐたため、君臣の大義
を忘れ、朝廷の賞罰に不平をもち……」、『初等科国史』（1943（昭和 18）年刊行）では「足
利尊氏がよくない武士をみかたにつけて、朝廷にそむきたてまつったのです。……朝廷に
そむきたてまつって、国をみださうとするのですから、まつたく無道とも何とも、いひや
うがありません」となっていった。 
最初の国定教科書やそれを改訂した第二期教科書では、争乱の原因として、朝廷の賞罰
の失当（不公平）が武士たちに不満を抱かせたことが叙述されていた。それが、南北朝正
閏問題ののち修正された三番目にあげた教科書では、朝廷の賞罰失当の記述は削除され、
代わって足利尊氏の「姦猾
かんかつ
」さが強調された。南朝正統論の立場を明確にし、北朝を擁立
した「逆臣」尊氏の「非道」さが争乱の原因とされた。その後、武士の中に「大義にくら
い」ものがあって朝廷の賞罰に「不平をいだき」となり、武士の中には「君臣の大義を忘
れた」ものがいて朝廷の賞罰に「不平をもち」というように、「君臣の大義」に反した尊氏
側の武士を非難する一方で、かれらが「不平」を抱くような「朝廷の賞罰」についてもな
お言及していた。 
ところが、第二次世界大戦末期の教科書にあると、「朝廷の賞罰」には一切ふれず、尊氏
が「よくない武士をみかたにつけて」と「不平」派武士を「よくない」ときめつけたうえ
で、彼ら「悪人たち」を糾合して南朝にはむかった尊氏たちの行動は「まつたく無道とも
何とも、いひようがありません」と非難した。教科書では差し控えられている感情的な「悪
罵」の表現が採用されたのである。戦時下でファナティシズムの極点に達した皇国主義の
姿勢が、おのずから表出していたのであると佐藤秀雄（『教育の歴史』pp.103-105）は指摘
する。 
ところで武士・武将像の変遷はどのようなものだったのか。国定期に扱われている戦国
時代の武将では織田信長、豊臣秀吉、徳川家康は頻出である。第一期の『小学日本歴史』
では、智勇のあった賢臣としては北条早雲をあげ、上杉謙信を武田信玄とならべてとりあ
げ、「軍の道にすぐれ、大志をいだいた武人」としている。織田信長は「大義によって天下
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を定めようと決心した武人」、豊臣秀吉は「智勇ならびに人にすぐれた」る賢臣として評価
されている。徳川家康は「人にすぐれた器量もっていた人物」とし、「大いに心を政治に用
い、種々の法令を定め、学問をおこした」としている。また、第二期『尋常小学日本歴史』
では「織田信長」で朝廷の衰微と信長の皇居修理を述べ、「豊臣秀吉」で新しく聚楽の第に
後陽成天皇行幸のことを加え、秀吉が「諸大名を会して相共に皇室を尊崇し関白の命令に
違はざるべきを誓はしめたり」として、天皇皇室との関係を明らかにしている。第三期の
『尋常小学国史』では忠臣・義士・偉人の幼年時代の話を加えて児童に親近感をもたせ、
そのような幼児の逸話がそのままに児童に理解しやすい教訓となるように工夫するという
叙述の推移を辿る。 
  
おわりに 
本稿は、日本における明治期から第二次世界大戦直後までの歴史教育の構造を、教科書
発行の背景と叙述内容の変遷を追うことによってまとめた。学校教育における教育実践へ
のアプローチは、教育目標・成果（評価）や教材・教具、指導過程（学習形態）という各
種位相の理論的分析軸によってなされるものである。したがって、もとより教育実践の全
容は教科書編纂趣意や内容分析によってのみ明らかにできるものではない。だがここでは
日本において必ずしも教材教具論が発展してこなかった背景を歴史的に辿ってみたかった。
本稿は近代日本における教科書編纂の背景や趣旨、叙述の内容を追うことにとどまるが、
今後も引き続き日本の学校教育の内外にわたる人づくりの内実について考察を進めたい。 
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